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１３５

演
法
と
は
異
な
る
特
殊
な
奏
演
法
を
い
う
」
（
『
能
狂
言
事
典
壱
、
「
常
時
演
じ
ら
れ
る
基
本
的
で
規
範
的
な
演
技
・
演
出
に
変
更
を
加
え

た
、
特
別
な
演
技
・
演
出
の
こ
と
」
（
『
能
楽
大
事
典
皀
等
の
定
義
が
出
て
く
る
。
『
能
楽
大
事
典
」
に
は
さ
ら
に
詳
し
い
説
明
が
あ
り
、

「
番
組
の
曲
名
の
左
わ
き
に
、
曲
名
よ
り
小
さ
い
文
字
で
添
記
す
る
こ
と
か
ら
の
名
称
」
で
あ
る
こ
と
、
「
常
」
と
は
違
う
「
替
」
の
演
出

の
う
ち
「
と
く
に
名
称
を
付
け
て
登
録
し
制
定
し
た
も
の
を
小
書
と
称
す
る
」
こ
と
、
「
シ
テ
方
各
流
で
は
名
寄
や
謡
本
の
前
付
に
公
認

の
小
書
を
記
載
し
て
い
る
」
こ
と
、
「
発
生
・
成
立
は
家
元
制
度
が
確
立
し
各
曲
の
演
出
が
統
一
・
固
定
化
し
た
江
戸
時
代
以
後
」
で
あ

る
こ
と
、
「
概
し
て
常
の
奏
演
よ
り
も
重
く
扱
わ
れ
」
る
こ
と
等
々
が
記
述
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
「
小
書
」
と
い
う
用
語
が
い
つ
頃
か
ら

や
範
囲
、
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
現
代
の
能
楽
に
関
し
て
使
わ
れ
る
「
小
書
」
の
意
味
を
調
べ
て
み
る
と
、
「
能
・
狂
言
で
、
普
通
の
奏

本
稿
の
表
題
に
示
し
た
”
「
小
書
」
の
意
味
“
と
は
、
た
と
え
ば
「
〈
海
人
〉
の
「
解
脱
之
伝
」
は
後
シ
テ
が
龍
女
で
は
な
く
菩
薩
の
姿

に
な
る
と
こ
ろ
か
ら
の
命
名
で
あ
る
」
と
い
う
よ
う
な
、
小
書
名
の
由
来
の
こ
と
で
は
な
く
、
「
小
書
」
と
い
う
言
葉
で
指
し
示
す
内
容

能は
じ
め
に

の
「
習
事
」
と
番
組
上
の
小
字
注
記

「
小
書
」
と
い
う
語
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
Ｉ

山
中
玲
子
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『
能
楽
大
事
典
」
は
「
小
書
」
の
由
来
に
つ
い
て
「
番
組
の
曲
名
の
左
わ
き
に
、
曲
名
よ
り
小
さ
い
文
字
で
添
記
す
る
こ
と
か
ら
の
名

称
」
と
説
い
て
い
た
。
た
し
か
に
、
江
戸
期
の
能
番
組
の
多
く
に
「
曲
名
よ
り
小
さ
い
文
字
」
で
「
白
頭
」
「
繊
法
」
等
の
い
わ
ゆ
る

「
小
書
」
が
書
き
添
え
ら
れ
て
い
る
の
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
時
代
を
さ
か
の
ぼ
っ
て
、
能
番
組
の
様
式
が
い
ま
だ
整
っ
て
い

な
い
下
問
少
進
の
『
能
之
留
帳
』
（
能
楽
研
究
所
蔵
。
以
下
『
留
帳
こ
に
も
、
限
定
的
で
は
あ
る
が
巷
演
出
の
注
記
は
見
い
だ
す
こ
と
が

で
き
る
。
我
々
が
（
少
な
く
と
も
稿
者
が
）
「
小
書
」
と
い
う
呼
称
を
江
戸
時
代
以
来
の
歴
史
の
あ
る
も
の
だ
と
思
っ
て
し
ま
っ
た
い
ち
ば

な
お
、
以
下
で
は
、
現
代
用
い
ら
れ
る
「
普
通
の
奏
演
法
と
は
異
な
る
特
殊
な
奏
演
法
」
と
し
て
の
「
小
書
」
と
区
別
す
る
た
め
、
番

組
等
に
小
文
字
で
記
す
注
記
す
る
行
為
や
そ
の
結
果
の
小
字
注
記
を
「
小
書
き
」
と
表
記
し
、
併
せ
て
「
小
書
き
す
る
」
と
い
う
動
詞
も

頻
用
す
る
こ
と
に
な
る
。

一
般
に
広
ま
っ
た
の
か
、
ヨ
小
書
」
の
呼
称
と
池
内
信
嘉
」
と
題
す
る
短
い
考
察
を
「
鏡
仙
」
６
４
９
号
（
二
○
一
五
年
七
月
。
以
下

「
前
稿
」
と
略
称
）
に
書
か
せ
て
い
た
だ
い
た
。
前
稿
で
述
べ
た
の
は
、
①
元
章
は
「
小
書
」
と
い
う
名
称
は
使
わ
な
い
、
②
元
章
以
外
で

も
江
戸
時
代
の
伝
書
類
で
は
習
事
を
「
小
書
」
と
呼
ぶ
例
を
見
い
だ
せ
な
い
、
③
明
治
に
な
っ
て
か
ら
の
用
例
も
初
め
は
「
小
さ
く
書

く
」
と
い
う
意
味
が
強
い
、
④
現
在
の
よ
う
な
用
法
で
の
「
小
書
」
と
い
う
名
称
を
広
め
た
の
は
池
内
信
嘉
な
の
で
は
な
い
か
、
の
四
点

で
あ
る
。
紙
幅
の
都
合
や
準
備
の
時
間
不
足
の
た
め
、
ア
ウ
ト
ラ
イ
ン
を
示
し
た
だ
け
で
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
う
え
、
そ
の
後
の
調
査
で

資
料
が
見
つ
か
り
前
稿
に
訂
正
を
加
え
た
い
と
こ
ろ
な
ど
も
あ
る
の
で
、
こ
こ
で
も
う
一
度
問
題
点
を
整
理
し
、
資
料
も
示
し
な
が
ら
、

も
う
少
し
詳
し
く
検
討
し
て
み
た
い
と
思
う
。
前
稿
と
結
論
が
変
わ
る
わ
け
で
は
な
く
、
記
述
も
一
部
重
複
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
お
許

し
願
い
た
い
。能
番
組
の
演
出
注
記
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「
留
帳
」
は
能
楽
資
料
集
成
６
『
下
問
少
進
集
Ⅲ
』
（
片
桐
登
校
訂
）
に
翻
刻
さ
れ
、
鴻
山
文
庫
蔵
「
草
稿
本
」
と
の
校
異
も
示
さ
れ
て

い
る
が
、
現
在
は
能
楽
研
究
所
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
上
の
能
楽
資
料
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
で
原
本
の
画
像
デ
ー
タ
を
簡
単
に
見
る
こ
と
が
で

き
る
。
す
で
に
非
常
に
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
資
料
で
は
あ
る
が
、
〈
猩
々
〉
の
「
乱
」
と
〈
井
筒
〉
の
「
段
之
序
」
を
例
に
、
原
本
の
演
出
注

記
を
あ
ら
た
め
て
確
認
し
て
み
た
い
。

『
留
帳
』
天
正
一
六
年
五
月
八
日
の
分
に
は
「
猩
々
乱
れ
同
（
法
印
の
こ
と
…
引
用
者
）
」
と
の
記
録
が
あ
り
、
特
殊
演
出
の
最
も

（
１
）

早
い
時
期
の
注
記
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
同
書
に
は
他
に
も
〈
猩
々
〉
に
「
乱
れ
」
の
注
記
を
付
し
た
例
が
多
く
あ
る
が
、
い
ず
れ
も

「
乱
れ
」
の
文
字
は
曲
名
の
真
下
に
あ
り
、
文
字
の
大
き
さ
も
曲
名
よ
り
は
多
少
小
さ
い
と
い
う
程
度
で
、
演
者
名
、
上
演
場
所
等
、
他

の
さ
ま
ざ
ま
な
記
録
と
同
じ
扱
い
で
あ
る
。
実
は
、
鴻
山
文
庫
蔵
の
草
稿
本
で
は
、
い
か
に
も
注
記
ら
し
く
小
字
で
「
ミ
た
れ
」
と
曲
名

ん
大
き
な
理
由
は
、
江
戸
時
代
の
伝
書
に
登
場
す
る
習
事
名
と
「
小
書
」
の
名
称
が
一
致
す
る
と
い
う
こ
と
だ
が
、
も
う
一
つ
、
江
戸
時

代
以
前
の
能
番
組
に
お
い
て
も
曲
名
の
そ
ば
に
習
事
の
名
前
が
注
記
し
て
あ
る
例
を
多
く
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
点
も
大
き
い
。

現
代
の
番
組
で
各
流
公
認
の
替
演
出
で
あ
る
「
小
書
」
の
名
を
番
組
に
小
書
き
す
る
の
と
よ
く
似
た
書
式
が
古
く
か
ら
あ
り
、
そ
こ
に
は

伝
書
や
書
上
類
に
見
い
だ
さ
れ
る
習
事
の
名
称
が
書
き
込
ま
れ
て
い
る
た
め
、
ほ
ぼ
自
動
的
に
三
留
帳
』
は
「
乱
」
や
「
段
之
序
」
の

小
書
が
番
組
に
記
録
さ
れ
る
非
常
に
早
い
例
で
あ
る
」
と
い
う
よ
う
な
捉
え
方
を
し
て
し
ま
っ
て
い
た
。
だ
が
、
詳
し
く
見
て
み
る
と
、

「
留
帳
」
の
演
出
注
記
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
江
戸
城
で
の
正
式
な
演
能
記
録
で
あ
る
『
触
流
し
御
能
組
」
に
お
い
て
も
、
替
演
出
を
す

べ
て
小
書
き
す
る
わ
け
で
は
な
く
、
ま
た
、
小
書
き
さ
れ
る
の
は
巷
演
出
だ
け
で
も
な
い
よ
う
だ
。
以
下
で
は
ま
ず
、
「
小
書
」
の
い
ち

ば
ん
古
い
例
と
言
わ
れ
る
『
留
帳
」
の
記
述
を
検
討
し
、
続
い
て
、
『
触
流
し
御
能
組
」
を
は
じ
め
と
す
る
江
戸
時
代
の
能
組
に
見
え
る

小
字
注
記
に
つ
い
て
も
簡
単
に
触
れ
た
い
と
思
う
。

冒
能
之
留
帳
」

「
留
帳
」
は

の
演
出
注
記
］
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の
下
に
書
き
添
え
ら
れ
て
い
る
の
だ
が
、
清
書
に
す
る
と
き
に
文
字
を
大
き
く
し
て
い
る
こ
と
自
体
が
、
い
わ
ゆ
る
「
小
書
き
」
の
ル
ー

ル
が
い
ま
だ
成
立
し
て
い
な
い
こ
と
を
伺
わ
せ
よ
う
。
ま
た
、
文
禄
三
年
一
一
月
一
三
日
に
は
「
弐
人
乱
れ
／
壷
出
る
同
ヒ
シ
ャ
ク
」
と
注

記
し
た
例
も
見
え
る
。
草
稿
本
で
は
「
二
人
ミ
た
れ
／
壺
出
ル
」
と
の
注
記
だ
が
、
清
書
本
の
段
階
で
「
柄
杓
も
出
た
」
と
さ
ら
に
詳
し

い
注
記
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
注
記
は
、
現
代
の
「
置
壺
」
や
「
双
ノ
舞
」
の
よ
う
な
替
演
出
の
「
呼
称
」
（
あ
る
意
味
で
は
暗
号

の
よ
う
な
も
の
）
で
は
な
く
、
一
回
ご
と
の
具
体
的
な
演
出
内
容
を
書
き
留
め
た
も
の
に
す
ぎ
な
い
。

も
う
ひ
と
つ
、
〈
猩
々
〉
に
関
し
て
は
、
文
禄
五
年
の
三
月
二
六
日
と
六
月
一
九
日
の
記
録
に
「
非
乱
」
「
乱
ナ
シ
」
と
い
う
注
記
が
あ

（
２
）

る
こ
と
も
興
味
深
い
。
一
二
月
は
渋
谷
大
夫
（
与
吉
郎
）
が
、
六
月
の
方
は
春
日
一
一
一
郎
四
郎
が
シ
テ
と
記
録
さ
れ
て
い
る
が
、
「
乱
ナ
シ
」
「
非

乱
」
ど
ち
ら
も
草
稿
本
に
は
無
く
、
清
書
本
で
書
き
加
え
ら
れ
た
注
記
で
あ
る
。
「
留
帳
』
に
は
子
供
が
〈
猩
々
〉
を
舞
っ
た
記
録
も
多
い

が
、
少
な
く
と
も
少
進
の
周
辺
で
は
子
供
は
「
乱
」
を
舞
わ
な
い
よ
う
な
の
で
、
子
供
の
〈
猩
々
〉
に
は
何
も
注
記
は
な
い
。
だ
が
渋
谷
大

夫
（
与
吉
郎
）
や
春
日
三
郎
四
郎
が
舞
っ
た
と
き
は
、
大
人
だ
け
れ
ど
今
回
は
「
乱
れ
」
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
を
、
後
で
紛
れ
ぬ
よ

う
、
わ
ざ
わ
ざ
記
し
た
と
い
う
こ
と
な
の
だ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
慶
長
元
年
一
二
月
一
一
一
一
一
日
の
〈
道
成
寺
〉
に
「
小
鼓
／
弥
石
打
損
ス
」
と
あ

る
の
と
あ
ま
り
変
わ
ら
ぬ
、
「
特
記
事
項
」
の
記
録
で
あ
る
。
と
い
う
こ
と
は
同
様
に
、
「
乱
れ
」
と
い
う
注
記
の
方
も
、
決
ま
っ
た
替
演

出
や
習
事
を
恭
し
く
番
組
に
書
き
込
む
書
式
が
成
立
し
て
い
た
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
〈
猩
々
〉
に
は
「
乱
れ
」
の
場
合
も
そ
う
で
な
い

場
合
も
あ
る
け
れ
ど
今
回
は
「
乱
れ
」
だ
っ
た
と
の
メ
モ
程
度
に
理
解
す
べ
き
な
の
だ
ろ
う
。
演
じ
て
は
消
え
て
い
く
舞
台
芸
能
に
携
わ

る
者
と
し
て
、
何
か
月
に
と
ま
る
こ
と
や
変
わ
っ
た
演
出
な
ど
が
あ
れ
ば
書
き
留
め
て
お
く
習
慣
は
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の

よ
う
に
文
字
で
書
い
て
し
ま
え
ば
当
た
り
前
の
こ
と
の
よ
う
だ
が
、
稿
者
自
身
も
含
め
、
従
来
の
小
書
演
出
研
究
で
は
「
小
書
」
と
呼
ば

れ
る
特
殊
演
出
の
内
容
や
そ
の
変
遷
を
吟
味
す
る
こ
と
に
重
点
が
あ
り
、
小
書
き
を
す
る
習
慣
自
体
に
つ
い
て
深
く
考
え
る
こ
と
が
少
な

か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
、
こ
こ
で
確
認
し
て
お
き
た
い
。
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同
様
の
こ
と
は
〈
井
筒
〉
「
段
之
序
」
に
も
言
え
る
。
文
禄
元

年
四
月
一
五
日
（
図
１
）
と
翌
二
年
四
月
一
七
日
（
図
２
）
の
番
組

の
一
部
を
参
考
に
掲
げ
る
。
文
禄
元
年
の
場
合
、
『
下
問
少
進

集
些
の
翻
刻
で
は
現
代
の
小
書
表
記
と
同
じ
よ
う
に
曲
名
の

下
に
小
さ
く
「
段
序
ア
リ
」
と
注
記
す
る
形
に
な
っ
て
お
り
、

現
代
の
小
書
の
噛
矢
と
な
る
例
が
す
で
に
少
進
の
時
代
に
あ
る

の
だ
と
理
解
し
て
い
た
が
、
あ
ら
た
め
て
原
本
を
よ
く
見
る
と
、

実
際
は
他
の
注
記
と
同
様
、
「
法
印
」
の
名
の
下
の
ス
ペ
ー
ス

に
大
鼓
方
の
道
知
の
名
と
笛
方
の
一
増
の
名
を
記
し
、
さ
ら
に

そ
の
横
に
「
段
序
ア
リ
」
と
注
記
す
る
形
で
あ
る
。

翌
年
の
番
組
で
は
、
「
井
筒
」
の
下
に
、
曲
名
と
ほ
ぼ
同
じ

最
も
大
き
な
文
字
で
「
段
序
ア
リ
」
と
書
き
留
め
、
ま
る
で
そ

こ
へ
の
注
記
の
よ
う
に
「
大
夫
法
印
」
と
小
誉
め
の
文
字
で
響

き
添
え
て
あ
る
。
「
段
序
ア
リ
」
は
現
行
の
よ
う
な
「
小
書
」

の
少
し
古
い
形
と
い
う
よ
り
も
、
左
側
に
書
き
並
べ
ら
れ
た

「
不
及
云
同
働
も
有
之
」
や
下
部
に
書
き
込
ま
れ
た
大
小
鼓
と

笛
の
役
者
名
と
合
わ
せ
て
、
こ
の
時
の
減
出
に
関
す
る
心
覚
え

と
見
る
べ
き
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
「
大
会
」
の
下
に
記
さ
れ
て
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少
進
自
筆
本
の
み
に
あ
る
後
年
追
補
記
事
と
さ
れ
て
い
る
（
「
下
問
少
進
集
Ⅲ
』
解
説
）
も
の
だ
が
、
大
鼓
が
大
蔵
道
知
で
あ
っ
た
点
や
演

能
の
場
所
が
「
関
白
様
山
里
」
で
あ
っ
た
点
か
ら
も
、
文
禄
元
年
四
月
の
当
該
番
組
と
同
じ
時
の
こ
と
を
記
録
し
て
い
る
も
の
と
推
測
さ

れ
る
。
波
線
部
に
よ
れ
ば
、
関
白
秀
次
の
命
令
で
「
段
序
」
が
演
じ
ら
れ
た
こ
と
も
判
る
。
草
稿
本
で
シ
テ
が
「
法
印
」
で
は
な
く

「
上
」
と
な
っ
て
い
る
の
も
、
こ
の
あ
た
り
の
事
情
が
反
映
し
て
混
乱
が
生
じ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
二
重
傍
線
を
引
い
た
「
小
鼓

モ
タ
ル
、
。
則
小
ツ
ャ
ミ
ニ
足
ヲ
付
也
」
の
部
分
は
、
『
留
帳
」
の
翻
刻
で
は
「
小
シ
や
ミ
モ
タ
ル
、
刻
、
足
小
シ
や
ミ
ニ
付
」
と
な
っ

て
い
る
が
、
「
モ
タ
ル
、
キ
ザ
ミ
」
と
い
う
手
組
の
名
も
な
い
の
で
、
『
叢
伝
抄
』
の
読
み
方
を
採
用
す
べ
き
と
思
う
。

な
お
、
「
不
及
云
」
と
い
う
文
言
は
、
〈
井
筒
〉
に
ハ
タ
ラ
キ
を
入
れ
る
演
出
が
当
時
大
流
行
し
て
い
て
「
段
序
と
い
う
特
殊
演
出
に

な
っ
て
も
、
当
然
な
が
ら
ハ
タ
ラ
キ
は
入
れ
る
」
と
い
う
意
味
で
は
な
く
、
「
段
序
」
を
演
奏
し
舞
う
と
き
は
、
も
ち
ろ
ん
ハ
タ
ラ
キ
も

入
る
と
い
う
意
味
だ
ろ
う
。
文
禄
四
年
四
月
一
二
日
の
記
録
に
「
井
筒
働
ア
リ
」
と
し
て
大
小
鼓
の
名
を
注
記
し
て
い
る
例
が
あ
る
こ

と
か
ら
も
、
働
の
入
る
〈
井
筒
〉
が
特
記
事
項
だ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。
つ
ま
り
「
段
序
」
の
習
事
を
演
じ
れ
ば
、
同
時
に
働
き
の

入
る
演
出
に
な
る
の
で
、
そ
の
両
方
の
記
録
が
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
が
、
す
で
に
、
僅
か
な
差
で
は
あ
っ
て
も
「
段
序
」
の
方
が

致
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

｜
、
段
序
事
。
井
埜

序
。
笛
、
中
音
，

（
３
）

い
る
細
字
の
注
記
２
℃
「
段
序
」
の
演
じ
方
と
見
え
、
笛
が
甲
の
譜
を
吹
く
と
き
に
答
拝
を
し
、
大
小
鼓
の
カ
シ
ー
フ
や
「
モ
タ
ル
、
」
手
に

合
わ
せ
て
足
使
い
を
す
る
と
い
う
演
出
が
記
録
き
れ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
注
記
は
「
叢
伝
抄
』
に
見
え
る
次
の
記
事
の
傍
線
部
と
も
－

ｉ相
伝
畢
。

シ
や
ミ
頭
。
其
次
二
小
鼓
モ
タ
ル
、
。
則
小
シ
や
ミ
ニ
足
ヲ
付
也
。
大
事
也
。

。
井
幹
本
也
。
口
伝
。
働
、
勿
論
ア
リ
。
｜

中
音
ノ
カ
、
リ
吹
出
ス
。
大
夫
踏
留
ル
時
、

「
移
舞
」
と
云
時
、
大
鼓
頭
。
ウ
ケ
テ
小
鼓
ハ
シ
リ
。
其
ヨ
リ
、
謡
の
う
ち
、

甲
ヲ
吹
。
大
鼓
頭
ヲ
請
テ
足
拍
子
ア
リ
。
其
足
ヲ
請
テ
小
鼓
頭
。
次
二
大

関
白
様
山
里
二
て
道
知
鼓
ツ
カ
マ
ッ
リ
、
態
々
令
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…
笛
、
備
中
屋
一
噌
。
平
調
ガ
ヘ
リ
吹
。
「
月
ヤ
ア
ラ
ヌ
」
云
テ
カ
ケ
ル
。

と
言
っ
て
い
る
点
で
あ
る
。
「
能
楽
全
書
」
の
説
明
に
よ
れ
ば
、
現
行
の
「
段
之
序
」
は
喜
多
流
と
金
剛
流
と
に
あ
り
、
「
な
っ
か
し
や
・

む
か
し
男
に
・
う
つ
り
舞
・
雪
を
め
ぐ
ら
す
・
花
の
袖
」
と
五
つ
に
切
っ
て
、
そ
こ
へ
一
つ
宛
序
を
配
っ
て
舞
に
な
る
…
」
と
い
う
こ
と

だ
が
、
少
進
が
書
き
留
め
て
い
る
「
段
序
」
の
ポ
イ
ン
ト
に
は
謡
を
区
切
っ
て
序
を
踏
む
と
い
う
内
容
は
な
い
。
む
し
ろ
「
叢
伝
抄
」
の

二
重
傍
線
部
「
小
鼓
モ
タ
ル
、
。
則
小
ツ
ヂ
ミ
ニ
足
ヲ
付
也
」
は
、
「
平
調
返
」
の
序
が
終
わ
り
舞
へ
と
繋
が
る
部
分
で
笛
の
千
に
掛
か

る
譜
に
合
わ
せ
て
小
鼓
が
チ
チ
と
寄
せ
る
手
を
打
ち
、
シ
テ
が
そ
れ
に
引
き
つ
け
る
よ
う
に
足
拍
子
を
踏
む
、
と
い
う
「
干
之
掛
」
の
演

技
を
示
し
て
い
る
よ
う
に
読
み
取
れ
る
。
古
く
か
ら
笛
の
伝
書
に
見
え
る
「
平
調
ガ
ヘ
リ
」
の
譜
（
お
よ
び
そ
こ
か
ら
次
に
繋
が
る
部

分
）
に
大
小
鼓
の
手
や
シ
テ
の
足
遣
い
が
加
わ
っ
て
、
現
行
の
「
小
書
」
演
出
と
し
て
の
「
平
調
返
」
が
整
え
ら
れ
て
い
く
わ
け
だ
が
、

〈
井
筒
〉
の
場
合
は
曲
舞
の
後
奏
舞
で
は
な
い
等
の
他
の
条
件
も
合
わ
き
り
、
少
な
く
と
も
少
進
周
辺
で
は
「
段
序
」
と
呼
ば
れ
る
習
事
に

な
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
他
に
も
『
留
帳
』
に
は
多
様
な
注
記
が
さ
れ
る
が
、
演
出
に
関
わ
る
も
の
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
な
い
。
全
般
的
に
『
留
帳
』
に
見
え

る
演
出
注
記
は
、
あ
く
ま
で
も
演
じ
る
側
の
意
識
を
反
映
し
た
も
の
と
言
え
る
。
曲
目
と
そ
れ
を
演
じ
た
シ
テ
、
他
に
重
要
な
役
が
あ
れ

（
４
）

ば
そ
の
役
者
、
ま
た
、
打
ち
損
じ
や
装
束
下
賜
な
ど
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
等
々
の
記
録
と
同
様
に
、
「
乱
れ
」
「
非
乱
」
や
「
段
序
ア
リ
」
「
働

き
あ
り
」
等
、
は
っ
き
り
と
演
出
が
変
わ
る
場
合
は
そ
の
こ
と
も
記
録
さ
れ
た
。
「
み
だ
れ
俄
二
御
所
望
」
（
慶
長
一
九
年
八
月
廿
旦
の

よ
う
な
記
述
ほ
ど
は
っ
き
り
し
て
い
な
く
て
も
、
演
出
関
係
注
記
は
み
な
、
こ
れ
も
一
種
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
記
録
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

事
あ
り
、
そ
こ
で

…
笛
、
備
中

主
と
な
る
変
更
で
あ
り
、
「
働
き
」
の
方
は
そ
れ
に
追
随
す
る
変
更
で
あ
る
と
の
認
識
が
伺
え
る
点
が
面
白
い
。

も
う
一
つ
興
味
深
い
の
は
、
文
禄
元
年
の
方
の
〈
井
筒
〉
に
つ
い
て
「
元
亀
慶
長
能
見
聞
』
（
能
楽
資
料
集
成
『
細
川
五
部
伝
書
』
）
に
記
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【
江
戸
時
代
の
能
番
組
に
見
え
る
小
書
き
注
記
］

「
留
帳
』
の
注
記
の
よ
う
な
心
覚
え
的
な
書
き
込
み
と
は
違
い
、
江
戸
時
代
の
能
番
組
に
は
次
第
に
書
式
が
整
っ
て
く
る
。
特
に
享
保

年
間
以
降
の
『
触
流
し
御
能
組
」
に
は
現
在
の
番
組
に
書
か
れ
る
の
と
同
じ
「
小
書
」
の
名
称
も
多
く
登
場
す
る
。
だ
が
、
江
戸
時
代
の

能
番
組
に
小
書
き
さ
れ
る
情
報
に
は
様
々
な
種
類
が
あ
り
、
現
代
の
よ
う
に
、
小
字
で
注
記
さ
れ
る
も
の
が
習
事
や
替
演
出
の
名
称
に
限

ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
か
っ
た
よ
う
だ
。
た
だ
し
こ
れ
は
、
「
留
帳
」
に
多
種
多
様
な
心
覚
え
が
雑
多
に
書
き
込
ま
れ
て
い
る
の
と
は

違
い
、
習
事
や
替
演
出
の
名
称
以
外
に
も
一
定
の
ル
ー
ル
に
従
っ
て
小
書
き
さ
れ
る
べ
き
も
の
が
あ
っ
た
、
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
た
と

え
ば
、
『
古
之
御
能
組
』
「
寛
永
雑
記
』
等
、
江
戸
初
期
の
番
組
で
は
演
目
の
最
後
と
な
る
「
祝
言
」
は
「
祝
一
一
一
一
口
」
と
だ
け
あ
っ
て
曲
目
を

書
か
な
い
こ
と
が
多
い
。
曲
目
の
代
わ
り
に
「
祝
言
」
の
文
字
を
他
の
曲
名
と
同
じ
大
き
さ
で
記
し
て
い
る
の
だ
が
、
時
代
が
降
る
と
大

字
の
「
祝
言
」
の
左
下
に
小
字
で
曲
目
を
注
記
す
る
形
が
増
え
、
「
触
流
し
御
能
組
』
で
も
こ
の
ス
タ
イ
ル
で
記
録
し
て
い
る
。
祝
言
能

の
場
合
、
曲
名
が
小
書
き
の
注
記
と
な
る
の
で
あ
る
。
書
式
だ
け
で
は
な
く
、
「
小
書
」
の
範
囲
も
、
現
代
と
江
戸
時
代
で
は
違
っ
て
い

る
。
現
在
で
は
、
シ
テ
方
五
流
の
巷
演
出
だ
け
で
な
く
脇
方
・
狂
言
方
に
属
す
る
習
や
「
猿
聟
」
「
御
田
」
等
の
巷
間
も
、
す
べ
て
「
小

書
」
と
称
し
（
『
能
楽
全
書
」
総
合
新
訂
版
。
昭
和
咀
年
の
旧
版
も
同
じ
）
、
番
組
で
は
、
「
前
後
之
替
」
も
「
船
中
之
語
」
も
「
早
装
束
」

も
並
べ
て
曲
名
の
左
脇
に
小
字
で
注
記
す
る
。
だ
が
、
国
文
学
研
究
資
料
館
の
「
演
能
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
で
概
観
し
て
み
る
と
、
現
在

我
々
が
「
間
狂
言
に
関
わ
る
小
書
」
と
し
て
扱
っ
て
い
る
替
間
な
ど
は
「
小
書
」
と
は
別
の
扱
い
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

演
能
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
「
小
書
」
を
検
索
す
る
と
、
ヒ
ッ
ト
す
る
の
は
狂
言
が
早
く
、
そ
れ
は
巷
間
の
記
録
で
あ
る
。
た
だ
し
書
式
は

現
代
の
「
小
書
」
の
よ
う
で
は
な
く
、
「
間
猿
聟
権
之
丞
」
の
如
く
、
普
通
の
狂
言
の
曲
目
と
同
じ
よ
う
に
書
か
れ
、
小
書
き
は
さ

れ
な
い
。
そ
の
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
も
「
小
書
は
間
の
注
記
に
よ
る
」
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
の
だ
が
、
特
に
小
書
き
さ
れ

て
い
な
く
て
も
、
ま
た
書
き
添
え
ら
れ
る
位
置
も
通
常
の
「
小
書
」
の
位
置
と
は
違
っ
て
も
「
小
書
」
と
し
て
扱
っ
て
い
る
こ
と
自
体
、
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我
々
が
い
か
に
「
習
の
替
演
出
Ⅱ
小
書
」
と
い
う
考
え
方
に
染
ま
っ
て
い
る
か
の
証
拠
で
も
あ
ろ
う
。
と
も
あ
れ
、
「
那
須
与
一
」
「
御

田
」
「
猿
聟
」
等
の
替
間
は
、
早
く
慶
長
・
寛
永
の
頃
か
ら
多
く
の
番
組
に
記
さ
れ
る
。
こ
の
一
一
一
つ
ほ
ど
頻
繁
で
は
な
い
が
、
〈
白
髭
〉
の

「
道
者
」
、
〈
養
老
〉
の
「
薬
水
」
、
〈
大
社
〉
の
「
御
子
神
主
」
等
も
江
戸
時
代
の
初
期
か
ら
記
録
さ
れ
て
い
る
。
替
演
出
の
番
組
表
記
と
い

う
観
点
か
ら
は
、
シ
テ
方
に
関
わ
る
「
小
書
」
よ
り
も
替
間
の
記
録
の
方
が
圧
倒
的
に
早
い
の
で
あ
る
。
舞
事
の
段
数
が
増
減
し
た
り
、

笛
が
途
中
か
ら
盤
渉
調
に
上
が
っ
た
り
す
る
変
化
よ
り
も
、
中
入
部
分
で
常
と
は
ま
っ
た
く
異
な
る
間
狂
言
が
演
じ
ら
れ
る
方
が
目
立
つ

の
は
当
然
だ
し
、
ま
た
替
問
の
場
合
は
出
勤
す
る
役
者
の
数
も
増
え
る
の
で
、
記
録
す
る
意
味
や
必
要
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

劇
形
式
の
替
間
よ
り
は
時
代
も
降
り
、
ま
た
記
録
さ
れ
る
回
数
も
少
な
い
が
、
『
触
流
し
御
能
組
』
で
は
、
〈
春
日
龍
神
〉
「
町
積
」
や

〈
白
楽
天
〉
鶯
蛙
、
〈
藤
戸
〉
先
陣
な
ど
、
｜
人
で
登
場
す
る
ア
イ
が
常
と
は
違
う
語
り
や
演
技
を
行
う
場
合
も
、
同
じ
書
式
で
間
狂
言
の
役

者
の
上
に
こ
れ
ら
の
名
称
が
書
き
込
ま
れ
る
。
ま
た
、
〈
船
弁
慶
〉
「
船
中
之
語
」
、
〈
朝
長
〉
「
大
崩
」
な
ど
脇
方
の
習
事
の
場
合
も
、
替

間
と
同
様
、
曲
名
の
左
下
で
は
な
く
脇
の
役
者
名
の
上
に
注
記
さ
れ
る
。
た
だ
し
ス
ペ
ー
ス
の
関
係
も
あ
る
の
だ
ろ
う
が
、
こ
ち
ら
は
小

字
の
注
記
と
な
っ
て
い
る
。
間
狂
言
や
脇
に
関
す
る
替
を
そ
れ
ぞ
れ
の
パ
ー
ト
の
と
こ
ろ
に
書
き
込
む
の
は
、
現
在
の
よ
う
に
一
曲
全
体

の
演
出
を
左
右
す
る
「
小
書
」
演
出
と
い
う
よ
り
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
パ
ー
ト
の
「
習
事
」
と
し
て
の
意
識
が
強
か
っ
た
と
い
う
こ
と
な
の

か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
次
項
で
も
触
れ
る
。

一
方
、
シ
テ
の
演
技
に
関
す
る
「
小
書
」
は
、
現
在
と
同
じ
く
曲
名
の
左
側
下
に
注
記
さ
れ
る
が
、
種
類
は
意
外
に
少
な
く
、
「
白

頭
」
や
「
盤
渉
」
の
よ
う
に
複
数
の
曲
目
に
使
わ
れ
る
小
書
を
曲
ご
と
に
一
つ
と
数
え
て
も
、
、
に
満
た
な
い
。
登
場
回
数
の
多
い
も
の

を
並
べ
る
と
、
「
延
年
之
舞
」
「
笏
之
舞
」
「
起
請
文
」
「
織
法
」
「
遊
曲
（
之
舞
こ
「
見
留
」
な
ど
が
あ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
８
～
旧
回
く
ら
い

の
登
場
で
、
「
那
須
与
一
」
が
別
回
を
超
え
「
御
田
」
や
「
猿
聟
」
も
如
回
前
後
を
数
え
る
の
に
比
べ
れ
ば
多
い
と
は
い
え
な
い
。
ち
な

み
に
『
触
流
し
御
能
組
』
に
現
在
と
同
じ
書
式
で
現
れ
る
「
小
書
」
の
初
例
は
、
元
文
五
（
１
７
４
０
）
年
九
月
二
日
の
「
江
戸
城
日
光
門
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一
五
世
観
世
大
夫
元
章
は
能
演
出
の
工
夫
を
積
極
的
に
行
っ
た
が
、
「
美
奈
保
之
伝
」
「
青
柳
之
舞
」
等
元
章
自
身
の
工
夫
に
よ
る
替
演

出
も
、
「
白
頭
」
の
よ
う
な
古
く
か
ら
の
習
事
で
も
、
元
章
本
人
が
こ
れ
ら
を
「
小
書
」
と
呼
ん
だ
記
録
は
見
い
だ
せ
な
い
。
元
章
か
ら

の
伝
授
を
高
弟
浅
井
織
之
丞
が
記
し
た
「
習
事
伝
授
書
留
」
（
鴻
山
文
庫
蔵
）
は
「
小
習
之
事
」
と
し
て
「
流
八
頭
・
彩
色
」
等
々
現
在
の

「
小
書
」
に
相
当
す
る
習
事
を
列
記
す
る
が
、
こ
の
「
小
習
」
は
一
曲
全
体
が
習
で
あ
る
〈
道
成
寺
〉
や
〈
槍
垣
〉
等
を
。
番
習
」
と
呼
ぶ

の
に
対
し
て
の
呼
称
と
思
わ
れ
、
小
さ
く
書
く
こ
と
と
は
関
係
が
な
い
。
実
際
、
同
書
で
さ
ま
ざ
ま
な
習
事
の
演
じ
方
を
記
す
際
の
見
出

し
は
、
曲
目
も
習
事
名
も
「
松
風
見
留
之
事
」
「
熊
野
膝
行
之
事
」
の
よ
う
に
同
じ
大
き
さ
の
文
字
で
続
け
て
書
か
れ
て
お
り
、
書
式
と

し
て
も
小
書
き
さ
れ
て
は
い
な
い
。
同
じ
く
浅
井
家
旧
蔵
の
『
か
る
の
市
」
（
鴻
山
文
庫
蔵
）
も
、
奥
書
に
「
此
書
ハ
明
和
年
中
元
章
師
新

改
正
之
時
御
公
儀
様
江
書
上
候
習
事
目
録
之
写
也
十
番
之
習
は
此
外
也
」
と
記
し
て
い
る
。
面
白
い
こ
と
に
同
書
を
入
れ
て
あ
る
茶

封
筒
に
は
江
嶋
伊
兵
衛
氏
の
筆
跡
で
「
元
章
の
明
和
年
中
、
公
儀
へ
書
上
／
観
世
小
書
の
伝
」
と
メ
モ
さ
れ
て
い
る
。
現
代
の
我
々
が
い

つ
の
ま
に
か
習
事
と
「
小
書
」
を
混
同
し
て
し
ま
っ
た
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
江
島
氏
に
と
っ
て
も
Ｓ
ま
り
か
な
り
以
前
か
ら
の
一

般
的
か
つ
正
当
な
理
解
と
し
て
）
、
こ
の
「
習
事
目
録
」
は
「
観
世
小
書
の
伝
」
と
理
解
さ
れ
る
も
の
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

跡
饗
応
能
」
で
、
喜
多
七
大
夫
が
演
じ
た
く
朝
長
〉
の
曲
名
左
下
部
に
「
織
法
」
と
小
書
き
す
る
。
次
い
で
寛
延
元
（
１
７
４
８
）
年
八
月
二

日
、
「
江
戸
城
本
丸
奥
慰
能
」
で
宝
生
の
〈
天
鼓
〉
の
曲
名
左
下
に
「
盤
渉
」
の
小
書
き
注
記
が
見
え
る
。
こ
の
後
す
ぐ
観
世
元
章
の
活
躍

す
る
時
代
に
な
り
、
寛
政
年
間
に
各
流
の
大
夫
が
幕
府
に
提
出
し
た
書
上
に
は
習
事
名
の
リ
ス
ト
も
並
ぶ
よ
う
に
な
っ
て
、
番
組
に
記
さ

れ
る
「
小
書
」
の
種
類
も
増
え
て
い
く
こ
と
に
な
る
が
、
し
か
し
そ
れ
を
役
者
の
側
で
「
小
書
」
と
呼
ぶ
こ
と
は
一
般
的
で
は
な
か
っ
た

よ
う
だ
。
次
項
で
は
、
番
組
以
外
の
資
料
に
見
え
る
「
小
書
」
の
用
例
や
能
役
者
の
言
説
を
検
討
す
る
。

二
江
戸
時
代
の
伝
書
に
見
え
る
「
小
書
」
の
用
例
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145能の
だ
が
や
は
り
、
そ
れ
は
誤
解
で
あ
っ
て
、
元
章
は
自
ら
の
考
案
し
た
巷
演
出
を
「
小
書
」
と
は
言
わ
な
い
。
松
岡
心
平
編
『
観
世
元
章

の
世
界
」
（
槍
書
店
二
○
一
四
年
）
に
山
中
自
身
が
翻
刻
し
た
『
小
書
型
付
」
（
観
世
文
庫
所
蔵
。
観
世
ア
ー
カ
イ
ブ
Ｃ
付
舶
／
型
は
、

元
章
考
案
の
習
事
に
つ
い
て
具
体
的
に
説
明
し
た
書
の
写
し
だ
が
、
原
本
に
は
本
来
、
外
題
・
内
題
と
も
に
無
い
。
本
文
中
に
も
「
習
ト

ス
」
「
伝
ト
ス
」
と
い
っ
た
表
現
が
出
て
く
る
の
み
で
、
「
小
書
」
と
い
う
語
は
用
い
ら
れ
な
い
。
に
も
関
わ
ら
ず
、
翻
刻
の
際
は
観
世

ア
ー
カ
イ
ブ
上
の
仮
題
に
そ
の
ま
ま
従
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
、
今
は
深
く
悔
や
ん
で
い
る
。
翻
刻
は
前
稿
執
筆
以
前
の
こ
と
で
考
え
が

至
ら
な
か
っ
た
が
、
「
小
書
」
と
い
う
語
は
用
い
ず
『
元
章
習
事
付
」
の
よ
う
な
題
に
す
べ
き
だ
っ
た
。

な
お
前
稿
で
は
、
江
戸
時
代
の
伝
書
類
に
お
い
て
も
能
役
者
が
替
の
習
事
の
こ
と
を
「
小
書
」
と
い
う
名
詞
で
呼
ん
だ
例
は
見
当
た
ら

な
い
と
述
べ
た
が
、
そ
の
後
、
以
下
に
掲
げ
る
二
種
の
資
料
に
計
三
つ
の
用
例
が
見
つ
か
っ
た
。
た
だ
し
そ
の
こ
と
が
す
ぐ
に
、
「
替
の

習
事
を
能
役
者
が
小
書
と
呼
ん
で
い
た
」
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
わ
け
で
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
。
以
下
、
資
料
ご
と
に
確
認
し
て
い
き

弓
金
春
家
太
鼓
秘
書
」
の
用
例
】

前
稿
発
表
直
後
、
八
代
市
立
博
物
館
蔵
『
金
春
家
太
鼓
秘
書
』
（
能
楽
研
究
所
蔵
の
写
真
に
よ
る
）
巻
二
に
名
詞
の
「
小
書
」
の
例
が
あ

る
こ
と
を
、
高
橋
葉
子
氏
よ
り
御
教
示
い
た
だ
い
た
。
同
書
は
、
文
化
～
天
保
に
か
け
て
実
際
に
様
々
の
習
事
を
勤
め
た
と
き
の
控
え
を

集
め
て
お
り
、
巻
頭
の
目
録
末
に
は
「
天
保
四
癸
巳
年
改
扣
置
國
義
行
年
六
十
二
歳
」
と
あ
る
。
國
義
は
太
鼓
金
春
家
一
五
世
。
ご

教
示
頂
い
た
の
は
次
の
二
例
で
あ
る
。

●
真
之
脇
能
之
事

「
宝
生
流
二
相
生
ノ
松
之
作
物
ヲ
出
事
有
。
真
ノ
高
砂
ト
モ
号

国
義
一
シ
橋
様
ニ
テ
動
。
能
組
之
小
書
二
は
作
物
有
ト
書
。
左
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た
し
か
に
両
者
と
も
名
詞
の
用
例
で
、
能
役
者
も
〃
小
書
“
と
い
う
言
葉
を
用
い
て
い
た
こ
と
が
判
る
。
と
同
時
に
、
傍
線
部
か
ら
見
て

取
れ
る
ご
と
く
、
こ
の
〃
小
書
“
が
「
能
組
」
と
い
う
言
葉
と
ペ
ア
で
出
て
き
て
い
る
こ
と
に
も
注
目
し
た
い
。
「
能
番
組
に
小
さ
く
書

く
」
と
い
う
意
味
が
色
濃
く
残
っ
て
い
る
用
法
で
、
本
稿
で
仮
に
定
め
た
ル
ー
ル
で
は
「
小
書
き
」
と
記
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、

右
の
二
例
は
、
習
事
の
名
称
と
番
組
へ
の
小
書
き
の
仕
方
が
違
っ
て
い
た
と
い
う
例
で
も
あ
る
。

〈
高
砂
〉
の
「
作
物
有
」
は
、
見
た
目
に
す
ぐ
わ
か
る
こ
と
の
記
録
で
あ
る
。
た
だ
し
そ
れ
は
「
真
之
脇
能
」
と
い
う
特
別
な
演
出
の
一

つ
の
要
素
の
現
れ
に
過
ぎ
ず
、
演
者
の
方
に
は
、
「
木
陰
の
ち
り
を
か
か
ふ
よ
、
ノ
ー
。
此
所
一
一
、
イ
ロ
ヱ
ノ
ョ
ウ
ナ
ル
コ
ト
有
。
シ
テ

木
陰
ヲ
キ
ョ
メ
ル
形
ア
リ
」
コ
ワ
キ
ハ
）
次
第
ノ
謡
之
内
拍
子
一
シ
有
」
（
共
に
「
金
春
家
太
鼓
秘
書
」
の
注
記
）
等
、
さ
ま
ざ
ま
な
変
更

点
に
関
す
る
知
識
が
必
要
と
な
る
。
太
鼓
の
場
合
は
「
地
配
り
に
変
更
は
な
く
、
常
之
通
に
出
端
を
打
ち
出
す
が
、
そ
の
位
は
「
常
ヨ
リ

引
立
」
て
、
神
舞
は
五
段
で
、
そ
の
位
は
「
ス
、
ミ
ハ
ャ
シ
」
と
い
う
。

●
金
剛
流
絵
馬
五
段
ノ
舞
之
事

一
、
絵
馬
五
段
之
舞
ハ
別
二
重
、

宝
生
大
夫

一
員
砂
ワ
キ

作
物
有

一
、
中
入
後
、
太
コ
ノ
内
地
ク
バ
リ
少
モ
カ
ワ
ラ
ズ
、
常
之
通
ニ
テ
打
出
ヨ
リ
出
羽
之
内
、
位
常
ヨ
リ
引
立
、
神
舞
五
段
、
位
ス
、

ミ
ハ
ャ
シ
。
外
二
勤
方
カ
ワ
ル
事
ナ
シ

葛
野
九
郎
兵
衛

観
世
権
九
郎

能
組
二
舞
五
段
ト
小
書
有
之
時
勤

金
春
惣
右
衛
門

一
噌
又
六
郎
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〈
絵
馬
〉
の
番
組
に
小
書
き
さ
れ
る
「
舞
五
段
」
も
、
目
に
見
え
る
ま
ま
の
記
録
と
言
え
よ
う
。
〔
神
楽
〕
の
後
、
呂
中
干
舞
に
直
っ
て

か
ら
五
段
だ
と
い
う
注
記
で
あ
る
。
習
事
の
場
合
は
「
五
段
ノ
舞
」
と
い
う
名
称
だ
が
、
番
組
に
小
書
き
す
る
と
き
に
は
「
舞
は
五
段
で

あ
る
（
あ
っ
た
）
」
と
い
う
注
記
に
な
る
わ
け
で
あ
る
。
習
事
の
名
前
が
そ
の
ま
ま
番
組
に
も
小
書
き
さ
れ
る
こ
と
も
多
い
が
、
こ
う
い
う

例
は
、
な
る
ほ
ど
能
番
組
に
小
さ
く
書
く
こ
と
が
「
小
書
き
」
な
の
だ
と
い
う
こ
と
を
判
ら
せ
て
く
れ
る
。
番
組
へ
の
「
小
書
き
」
は
、

「
舞
は
五
段
で
あ
る
」
「
作
り
物
が
あ
る
」
と
観
客
に
知
ら
せ
る
た
め
の
注
記
で
あ
り
、
役
者
同
士
が
理
解
し
て
い
る
習
事
の
内
実
と
完
全

に
一
致
す
る
わ
け
で
は
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
現
代
で
も
同
様
で
、
す
べ
て
の
習
事
が
番
組
上
で
「
小
書
き
さ
れ

る
」
わ
け
で
は
な
い
。
た
と
え
ば
〈
葵
上
〉
に
「
空
之
祈
」
の
「
小
書
」
が
付
く
時
に
は
か
な
ら
ず
「
替
装
束
」
と
な
り
緋
の
長
袴
の
裳
着

胴
に
長
髭
の
姿
に
な
る
が
、
番
組
に
は
「
空
之
祈
」
と
だ
け
書
く
。
ま
た
、
〈
江
口
〉
の
小
書
「
平
調
返
」
の
場
合
も
、
「
千
之
掛
」
の
習

事
を
含
ん
で
い
て
も
記
さ
ず
「
平
調
返
」
だ
け
で
済
ま
せ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
例
に
つ
い
て
、
稿
者
は
漠
然
と
、
本
来
は
た
く
さ
ん
の

「
小
書
」
が
あ
る
の
だ
け
れ
ど
煩
頂
に
な
る
の
で
省
略
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
と
理
解
し
て
い
た
が
、
右
の
「
金
春
家
太
鼓
秘

書
」
の
例
な
ど
を
見
る
と
、
そ
う
で
は
な
く
、
は
じ
め
か
ら
能
役
者
た
ち
の
把
握
し
て
い
る
習
事
と
、
番
組
に
記
さ
れ
る
「
小
書
」
に
は
、

ず
れ
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
な
の
だ
ろ
う
。

さ
ら
に
言
え
ば
、
番
組
に
小
書
き
す
る
目
的
も
現
代
の
理
解
と
は
違
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
現
代
で
は
、
番
組
に
「
青
柳
之
舞
」

「
沢
辺
之
舞
」
等
、
凝
っ
た
名
称
の
「
小
書
」
が
つ
い
て
い
れ
ば
、
観
客
の
興
味
を
惹
く
。
特
に
酒
落
た
名
称
で
な
く
と
も
、
た
と
え
ば

「
白
頭
」
で
も
「
ク
ッ
ロ
ギ
」
で
も
、
「
小
書
」
が
付
く
こ
と
に
よ
る
特
別
な
感
じ
が
有
効
な
の
だ
ろ
う
。
だ
が
、
触
流
し
の
役
人
が
番
組

に
小
書
き
す
る
目
的
が
「
将
軍
の
気
を
引
く
た
め
」
と
は
考
え
が
た
い
。
む
し
ろ
、
「
今
回
は
こ
こ
を
変
更
し
て
上
演
し
ま
す
」
あ
る
い

は
「
上
演
し
ま
し
た
」
と
い
う
予
告
や
報
告
と
し
て
の
意
味
が
強
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
当
然
、
変
更
点
は
習
事
に
な
り
、
そ
の
名
前
と

番
組
上
の
小
書
き
注
記
の
名
称
が
一
致
す
る
こ
と
も
多
か
っ
た
だ
ろ
う
が
、
両
者
は
必
ず
し
も
一
致
す
る
と
は
限
ら
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。
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今
回
、
江
戸
時
代
に
記
録
さ
れ
た
「
小
書
」
と
い
う
名
詞
の
例
を
も
う
一
つ
、
鴻
山
文
庫
蔵
「
諸
流
謡
秘
事
書
」
（
五
七
ｍ
）
に
見
い
だ

し
た
。
同
書
の
内
題
は
「
伝
授
事
書
上
触
流
手
扣
」
で
、
「
文
化
九
申
年
十
二
月
／
御
本
丸
西
丸
江
御
右
筆
衆
ヲ
以
指
出
候
」
と
書
き

添
え
ら
れ
て
い
る
。
各
流
の
伝
授
事
だ
け
で
な
く
、
そ
う
し
た
伝
授
事
上
演
の
際
に
組
む
こ
と
が
で
き
る
（
あ
る
い
は
で
き
な
い
）
相
手
方

流
儀
に
つ
い
て
も
詳
し
く
記
し
た
興
味
深
い
資
料
だ
が
、
「
小
書
」
の
用
例
が
あ
る
の
は
前
半
の
、
各
流
の
伝
授
事
の
書
上
部
分
で
、
金

剛
流
の
分
に
「
習
事
小
書
目
録
」
と
記
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
当
該
記
事
全
体
を
左
に
掲
げ
る
。

習
事
小
書
目
録

金
剛
太
夫

高
砂
流
シ
八
頭

道
明
寺
笏
拍
子

絵
馬
五
段
ノ
マ
イ

朝
長
熾
法

老
松
紅
梅
殿

清
経
披
講

野
ノ
宮
合
掌
留

江
口
平
調
返

井
筒
段
ノ
序

熊
野
三
段
ノ
マ
イ

松
風
見
留

楊
貴
妃
千
ノ
掛
り

野
宮
千
ノ
掛
り

采
女
千
ノ
掛
り

巻
絹
真
ノ
五
段
神
楽

三
輪
神
道

安
宅
延
年
ノ
マ
イ

蟻
通
真
ノ
働

絃
上
楽
入

融
遊
曲
ノ
マ
イ

海
人
懐
中
ノ
マ
イ

鞍
馬
天
狗
白
頭

弓
諸
流
謡
秘
事
書
」
の
用
例
】
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唐
船
物
着

是
界
白
頭

山
婆
白
頭

国
栖
白
頭

嵐
山
白
頭

氷
室
白
頭

舟
弁
慶
前
後
替
ノ
形
（
天
保
七
申
年
六
月
上
旬
／
有
馬
様
ニ
テ
始
而
勤
之
）

右
は
明
ら
か
に
金
剛
流
の
習
事
の
一
覧
で
あ
り
、
こ
れ
を
大
夫
が
「
習
事
小
書
」
と
呼
ん
で
い
る
の
だ
と
す
れ
ば
、
現
代
の
「
小
書
」
と

同
じ
用
法
が
す
で
に
文
化
年
間
に
は
芽
生
え
て
い
た
こ
と
に
な
る
が
、
こ
れ
は
本
当
だ
ろ
う
か
。

本
資
料
の
他
流
分
を
見
る
と
、
金
剛
以
外
の
．
金
春
・
宝
生
・
喜
多
の
各
流
が
提
出
し
た
書
上
の
名
称
は
、
観
世
が
「
伝
授
目
録
」
、

金
春
が
「
伝
授
事
目
録
」
、
宝
生
は
「
習
之
能
小
習
之
類
」
、
喜
多
は
「
習
事
名
寄
・
習
有
之
能
」
と
な
っ
て
い
る
。
観
世
と
金
春
は
習
事

リ
ス
ト
を
掲
げ
た
後
に
。
番
習
事
」
。
番
習
部
」
と
い
っ
た
小
見
出
し
で
〈
道
成
寺
〉
や
老
女
物
等
、
一
曲
全
部
が
伝
授
を
受
け
ね
ば

舞
え
な
い
能
を
別
記
し
、
宝
生
と
喜
多
は
逆
に
、
冒
頭
に
一
曲
全
体
が
習
い
の
能
を
列
記
し
た
後
「
小
習
ノ
部
」
「
習
有
之
能
」
と
し
て

金
剛
流
と
同
様
の
部
分
的
な
習
事
の
リ
ス
ト
を
挙
げ
る
。
四
流
の
書
式
は
微
妙
に
異
な
る
が
、
要
す
る
に
、
老
女
物
な
ど
一
番
全
体
が
習

で
あ
る
能
と
、
常
の
曲
の
中
に
部
分
的
に
入
る
習
事
（
小
習
）
と
の
区
別
を
設
け
、
両
方
の
リ
ス
ト
を
提
出
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

そ
れ
に
対
し
、
金
剛
流
だ
け
が
、
部
分
的
な
習
事
の
み
を
取
り
上
げ
「
習
事
小
書
目
録
」
と
い
う
特
別
の
名
称
で
届
け
出
て
い
る
こ
と
に

な
る
。
ま
た
、
金
剛
流
で
も
本
資
料
前
後
の
『
諸
流
名
寄
秘
書
」
（
寛
政
七
年
。
寛
政
十
年
に
五
流
の
習
事
を
追
記
）
や
『
天
保
九
年
諸
流

書
上
」
で
は
他
流
と
同
様
、
｜
曲
全
体
が
習
い
に
な
る
能
と
部
分
的
な
習
事
リ
ス
ト
を
分
け
て
両
者
を
記
し
て
お
り
、
天
保
の
書
上
で
そ

の
習
事
リ
ス
ト
部
分
に
つ
い
て
い
る
見
出
し
は
、
他
流
と
同
じ
「
小
習
之
部
」
で
あ
る
。
さ
ら
に
ま
た
、
本
資
料
内
に
お
い
て
も
、
共
演

で
き
る
相
手
方
流
儀
を
列
記
す
る
後
半
部
で
は
、
他
流
と
同
様
金
剛
流
も
「
習
事
相
手
組
」
と
い
う
見
出
し
を
用
い
て
い
る
。
つ
ま
り
、

右
に
掲
げ
た
「
小
書
」
の
用
法
は
、
本
資
料
の
中
で
も
、
ま
た
金
剛
流
の
書
上
を
歴
史
的
に
見
て
も
、
突
出
し
た
唯
一
の
「
例
外
」
な
の
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も
う
一
つ
例
外
的
な
点
が
あ
る
。
本
資
料
に
集
め
ら
れ
た
書
上
の
う
ち
、
金
剛
流
の
分
に
は
末
尾
に
年
記
や
署
名
が
な
い
。
他
の
四
流

の
場
合
は
「
右
之
通
二
御
坐
侯
以
上
／
文
化
九
年
申
十
月
宝
生
太
夫
」
の
如
く
、
年
記
と
太
夫
の
署
名
が
入
っ
て
い
る
の
だ
が
、
金

剛
の
分
だ
け
は
こ
れ
が
な
い
の
で
あ
る
。
先
に
も
述
べ
た
と
お
り
、
本
資
料
は
内
題
に
「
触
流
手
扣
」
で
あ
る
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。

右
に
見
た
ご
と
く
さ
ま
ざ
ま
に
異
例
な
点
が
あ
る
金
剛
流
分
の
書
上
は
、
金
剛
大
夫
の
提
出
し
た
書
上
の
正
確
な
写
し
で
は
な
く
、
触
流

し
役
人
に
よ
り
彼
の
親
し
ん
だ
語
彙
に
よ
っ
て
書
き
直
さ
れ
た
（
あ
る
い
は
書
き
抜
か
れ
た
）
も
の
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
「
習
事
小

書
」
と
い
う
他
に
例
の
無
い
呼
称
が
触
流
し
役
人
に
よ
る
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
先
に
挙
げ
た
『
金
春
流
太
鼓
秘
書
』
の
用
例
が
能
番
組

に
書
か
れ
る
場
合
に
限
定
さ
れ
て
い
る
ら
し
か
っ
た
こ
と
と
も
呼
応
し
て
い
る
。
他
四
流
の
大
夫
は
「
習
事
」
「
小
習
」
等
の
語
彙
を
用

い
て
い
る
の
に
、
触
流
し
役
人
が
書
き
直
し
た
金
剛
流
の
分
だ
け
に
、
能
役
者
は
（
こ
の
段
階
で
は
ま
だ
）
な
じ
ん
で
い
な
い
「
小
書
」
と

い
う
言
葉
が
入
り
込
ん
で
し
ま
っ
た
、
と
い
う
よ
う
な
事
情
を
想
定
し
て
お
き
た
い
。

「
金
春
家
太
鼓
秘
書
』
の
用
例
と
「
諸
流
謡
秘
事
書
」
の
用
例
、
ど
ち
ら
も
「
小
書
」
の
使
わ
れ
方
に
つ
い
て
同
じ
方
向
を
指
し
示
し

て
い
る
。
江
戸
時
代
を
通
し
て
能
役
者
の
側
で
は
習
事
・
小
習
等
の
語
を
用
い
て
い
て
も
、
能
番
組
を
書
き
留
め
る
「
触
流
し
」
の
役
人

周
辺
で
は
、
小
書
き
す
る
Ｔ
小
さ
く
書
く
）
と
い
う
通
常
の
用
法
か
ら
生
ま
れ
た
「
小
書
き
」
が
通
用
し
、
そ
の
よ
う
に
小
さ
く
書
か
れ

た
替
演
出
の
注
記
を
指
す
こ
と
も
普
通
の
こ
と
に
な
っ
て
い
っ
た
の
だ
ろ
う
。
我
々
が
「
表
書
き
」
「
裏
書
き
」
の
語
で
書
く
行
為
よ
り

も
書
か
れ
た
内
容
を
意
識
す
る
の
と
同
じ
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
現
代
の
「
小
書
」
が
習
事
や
替
演
出
と
ほ
ぼ
同
意
語
と
し
て
用

い
ら
れ
る
の
と
は
違
い
、
そ
れ
ら
は
あ
く
ま
で
番
組
に
書
か
れ
た
場
合
の
用
語
で
あ
り
、
「
流
儀
の
小
習
は
三
十
種
」
と
い
う
と
こ
ろ
を

「
小
書
は
一
一
一
十
」
と
数
え
た
り
、
「
江
口
平
調
返
の
小
書
を
伝
授
す
る
」
と
言
っ
た
り
は
し
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

そ
し
て
こ
の
よ
う
な
状
況
は
、
明
治
維
新
後
も
そ
う
急
激
に
は
変
わ
ら
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
前
稿
に
も
引
い
た
資
料
だ
が
、
明
治

で
あ
る
。



記
て
ぱ
風
て
し
》
上

糀
ぶ
例
は
見
つ
け
《

小肋
挙
げ
る
だ
け
に
些

翻
【
『
梅
若
実
日
記
」

此
一
つ
目
は
、
而

瞬
被
仰
付
候
趣
」
Ⅱ

151能の

一
つ
目
は
、
明
治
咀
年
６
月
即
日
の
記
事
。
先
立
つ
５
月
皿
日
に
八
番
漬
ず
る
は
ず
が
急
に
半
分
の
四
番
に
変
更
に
な
り
「
跡
ハ
近
日

被
仰
付
候
趣
」
と
い
う
、
そ
の
「
半
分
御
残
リ
ノ
分
へ
鞍
馬
天
狗
望
月
」
や
嚥
子
な
ど
を
加
え
た
番
組
が
書
き
留
め
ら
れ
て
い
る
。

能
の
曲
目
は
「
知
章
・
吉
野
静
・
鉄
輪
早
鼓
・
石
橋
師
資
十
二
段
ノ
式
・
鞍
馬
天
狗
・
望
月
」
で
、
こ
の
記
事
に
関
す
る
〔
挿
入
紙
〕
の

一
枚
に
「
む
ろ
ん
石
橋
シ
テ
サ
シ
上
寄
ぬ
き
テ
宣
。
小
書
候
故
鉄
之
丞
へ
御
伝
言
…
」
と
い
う
記
述
が
見
え
る
。
た
だ
し
こ
れ
は
、
６
月

別
日
の
詳
し
い
番
組
が
届
き
そ
こ
に
「
師
資
十
二
段
ノ
式
」
と
小
書
き
さ
れ
て
い
る
の
で
、
と
も
に
獅
子
を
舞
う
鏡
之
丞
に
も
伝
え
た
…

そ
れ
で
は
い
つ
か
ら
、
現
在
の
よ
う
な
「
小
書
」
の
用
法
が
広
ま
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
前
稿
で
の
推
定
を
変
え

る
必
要
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
池
内
信
嘉
が
明
治
弱
年
創
刊
の
雑
誌
『
能
楽
」
誌
上
で
積
極
的
に
「
小
書
」
の
語
を
用
い

て
広
め
て
い
っ
た
と
考
え
る
。
た
だ
し
前
稿
で
『
梅
若
実
日
記
』
に
は
「
小
書
名
自
体
は
頻
出
す
る
も
の
の
、
そ
れ
ら
を
「
小
書
」
と
呼

ぶ
例
は
見
つ
け
ら
れ
な
ど
と
述
べ
た
の
は
、
調
査
不
足
故
の
誤
り
で
あ
っ
た
。
同
書
に
は
今
の
と
こ
ろ
索
引
が
な
く
、
見
つ
け
た
例
を

挙
げ
る
だ
け
に
な
っ
て
し
ま
う
が
、
後
述
す
る
雑
誌
『
能
楽
』
の
用
例
よ
り
も
早
い
も
の
を
二
例
掲
げ
る
。

通
年
に
観
世
清
孝
・
梅
若
実
・
宝
生
九
郎
・
喜
多
千
代
造
后
見
松
田
亀
太
郎
・
金
春
廣
成
・
金
剛
氏
成
・
同
泰
一
郎
が
宮
内
省
に
提
出
し

た
「
能
楽
諸
家
流
能
名
寄
』
（
鴻
山
文
庫
蔵
）
は
、
表
紙
に
「
御
能
御
用
掛
青
木
行
方
／
能
楽
諸
家
流
能
名
寄
／
付
習
事
小
習
離
子
仕
舞
乱

曲
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
も
判
る
よ
う
に
、
江
戸
幕
府
時
代
の
書
上
と
同
様
の
書
式
で
、
所
演
曲
の
他
、
｜
曲
全
体
が
習
い
に
な
っ
て
い
る

能
や
、
現
在
の
小
書
に
相
当
す
る
「
小
習
」
等
に
つ
い
て
も
報
告
し
て
い
る
。
こ
こ
で
も
「
習
事
」
や
「
小
習
」
が
用
い
ら
れ
て
お
り
、

「
小
書
」
は
使
わ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

三
明
治
初
年
の
状
況

の
用
例
】
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当
時
の
雑
誌
や
新
聞
に
載
っ
た
能
楽
関
係
記
事
や
能
評
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
お
お
か
た
の
様
子
は
倉
田
喜
弘
編
著
「
明
治
の
能
楽
』

（
国
立
能
楽
堂
）
に
よ
り
概
観
す
る
こ
と
が
で
き
、
当
時
の
能
に
い
か
に
小
書
付
上
演
が
多
か
っ
た
か
も
よ
く
判
る
が
、
そ
れ
ら
の
催
し
の

（
５
）

生
ロ
知
記
事
に
も
能
評
に
も
「
小
書
」
の
語
は
見
い
だ
せ
な
い
。
前
稿
で
は
例
と
し
て
、
明
治
別
年
ｎ
月
９
日
か
ら
肥
日
に
か
け
て
読
売
新

聞
上
に
掲
載
さ
れ
た
「
能
楽
会
式
能
評
」
の
こ
と
に
触
れ
た
。
評
者
の
「
芋
兵
衛
」
は
旧
佐
倉
藩
士
の
鈴
木
彦
之
進
で
、
池
内
信
嘉
が

「
鱸
麿
（
山
本
寅
之
助
、
名
古
屋
の
人
）
は
讃
寶
、
浦
人
（
廣
田
花
月
）
は
國
民
、
楽
天
（
上
野
己
熊
）
は
時
事
と
定
ま
っ
て
連
載
さ
れ
る
や
う

に
な
っ
た
」
二
能
楽
盛
衰
記
ご
と
紹
介
し
た
新
聞
誌
上
の
能
評
家
た
ち
の
一
世
代
上
に
あ
た
る
。
次
に
引
く
の
は
芋
兵
衛
が
亡
く
な
っ
た

当
年
の
謝
儀
拾
五
円
、
井
二
砧
ノ
能
一
札
肴
料
金
五
円
、
外
二
忍
辱
舞
、
外
二
角
田
川
ノ
小
書
習
一
札
肴
料
七
円
五
十
銭
被
送
」
と
あ
る
。

「
小
書
習
」
は
、
〈
隅
田
川
〉
の
「
小
書
」
と
し
て
番
組
に
書
き
込
む
「
彩
色
」
や
「
鉦
之
音
」
の
習
い
の
こ
と
だ
ろ
う
か
。
江
戸
時
代
以

来
の
「
小
習
」
と
同
じ
こ
と
な
の
か
独
自
の
用
法
な
の
か
、
他
に
例
を
見
つ
け
ら
れ
ず
判
断
で
き
な
い
。
た
く
さ
ん
の
有
力
者
を
素
人
弟

子
と
し
て
抱
え
た
梅
若
実
が
免
状
料
の
こ
と
を
述
べ
る
文
脈
で
「
小
書
」
と
習
事
（
あ
る
い
は
小
習
）
を
融
合
し
た
か
の
よ
う
な
名
称
を
用

い
て
い
る
の
は
興
味
深
い
が
、
こ
の
よ
う
な
物
言
い
が
そ
の
後
一
般
化
し
た
様
子
は
な
い
。

明
治
兜
年
７
月
に
讃
寶
新
聞
に
載
っ
た
追
悼
記
事
で
あ
る
。

◎
去
五
月
の
中
旬
と
覚
ゆ
。
翁
前
田
利
圏
、
古
市
公
威
、
飯
田
巽
三
氏
の
招
待
に
応
じ
、

あ
る
。

と
い
う
文
脈
で
あ
り
、
前
項
で
見
た
「
金
春
家
太
鼓
秘
書
』
の
「
能
組
二
舞
五
段
ト
小
書
有
之
時
勤
」
（
金
剛
流
〈
絵
馬
〉
）
と
同
じ
用
法
で

い
て
い
る
の
は
興
味
深
い
が
、
こ

［
鈴
木
芋
兵
衛
（
彦
之
進
）
の
能
評
】

そ
れ
に
対
し
、
一
一
つ
目
は
現
在
の
用
法
に
近
い
。
明
治
皿
年
皿
月
肥
日
の
記
事
に
「
三
井
八
郎
右
衛
門
被
参
草
紙
洗
能
之
稽
古
ア
リ
。

相
談
に
預
り
た
る
後
、
謡
曲
を
謡
ひ
小
鼓
を
敵
ち
た
る
こ
と
あ
り
し
が
（
ａ
）
、

函
に
応
じ
、
疾
を
推
し
て
紅
葉
館
に
赴
き
能
楽
再
興
の

是
れ
恐
く
ハ
翁
が
最
終
の
謡
と
鼓
な
り
し
な
ら
ん
。



ら
る
国
に
至
ら
し
め
し
も
の
、
即
ち
全
く
翁
の
力
な
り
と
す
（
ｄ
）
。

◎
然
れ
と
も
今
の
新
聞
雑
誌
社
の
劇
評
家
に
し
て
能
評
を
能
く
す
る
も
の
少
く
、
又
能
楽
ハ
之
を
批
評
す
る
に
困
難
な
る
故
、
今
日

記
能
評
ハ
劇
評
の
隆
盛
に
及
ば
ざ
る
な
り
。
況
ん
や
是
よ
り
又
翁
の
能
評
を
見
る
可
ら
ざ
る
に
於
て
を
や
。

注字
（
ヨ
ミ
ダ
ス
歴
史
館
「
読
売
新
聞
」
１
８
９
９
年
７
月
ｎ
日
朝
刊
２
ペ
ー
ジ
）

小川
自
社
で
活
躍
し
た
人
物
の
追
悼
記
事
と
い
う
性
格
上
、
割
り
引
い
て
読
む
必
要
は
あ
ろ
う
が
、
こ
の
記
事
か
ら
は
、
彼
が
能
楽
を
深
く
愛

翻
好
し
実
技
に
も
明
る
く
（
傍
線
ａ
．
ｂ
）
、
ま
た
そ
れ
が
他
か
ら
も
一
目
置
か
れ
演
能
に
も
影
響
を
与
え
（
傍
線
ｃ
）
、
深
い
知
識
に
よ
っ
て

此
「
能
評
」
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
を
確
立
し
た
（
傍
線
ｄ
）
こ
と
が
判
る
。
こ
の
芋
兵
衛
こ
と
鈴
木
彦
之
進
が
、
生
前
「
能
楽
会
」
の
記
念
す
べ

事習
き
第
一
回
式
能
に
つ
き
、
徳
川
家
時
代
の
し
き
た
り
や
翁
・
三
番
里
の
故
実
、
続
く
五
番
の
能
に
求
め
ら
れ
る
曲
趣
等
の
蕊
蓄
も
披
露
し

ｒ肋
つ
つ
、
演
じ
ら
れ
た
能
一
番
ず
つ
に
長
大
な
評
を
書
い
た
の
だ
。
一
一
一
番
目
に
宝
生
九
郎
が
舞
っ
た
〈
葛
城
〉
に
つ
い
て
も
約
二
千
字
を
費
や

＃３
し
て
い
る
が
、
｝
」
の
時
の
〈
葛
城
〉
は
「
大
和
舞
」
の
「
小
書
」
付
き
だ
っ
た
ら
し
い
。
「
時
事
新
報
」
が
伝
え
る
予
告
番
組
（
『
明
治
の
能

５１
１

楽
」
所
収
）
に
は
「
小
書
」
の
記
載
は
な
い
が
、
芋
兵
衛
の
「
扱
宝
生
流
に
て
此
の
大
和
舞
と
来
は
喧
し
き
も
の
な
る
べ
く
…
。
大
和
舞

◎
能
評
の
濫
鵤
ハ
、
廿
余
年
前
重
野
成
斎
先
生
が
我
讃
寶
新
聞
に
投
書
せ
ら
れ
た
る
に
在
ら
ん
が
、
能
評
と
し
て
劇
評
と
並
び
称
せ

ｈ
ソ
当
己
（
ｃ
）
０

数
ぱ
能
評
に
其
意
を
漏
せ
り
。
而
て
芝
公
園
能
楽
堂
の
能
狂
言
に
て
翁
の
意
見
を
用
ひ
て
改
良
を
加
へ
し
こ
と
、
又
実
に
少
か
ら
ざ

◎
翁
の
謡
は
観
世
流
な
り
旧
藩
の
時
仕
込
し
咽
な
れ
（
、
決
し
て
今
日
新
聞
の
謡
曲
家
投
票
に
競
争
す
る
如
き
出
来
星
一
流
に
あ
ら

ず
（
ｂ
）
。
翁
曾
て
社
員
に
謡
曲
を
学
ば
ん
こ
と
を
勧
め
再
三
度
教
授
せ
し
こ
と
あ
り
し
が
、
熟
れ
も
皆
詩
吟
的
に
て
、
と
う
て
い
藝

達
の
見
込
な
し
と
て
遂
に
断
念
せ
り
。

（
６
）

◎
翁
頗
る
能
楽
の
再
興
を
希
望
し
、
殊
に
笛
、
鼓
、
太
鼓
等
聡
方
の
名
人
が
前
後
易
費
し
て
其
継
承
者
な
き
に
至
ら
ん
こ
と
を
憂
ひ
、
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何
か
が
「
無
か
っ
た
」
こ
と
の
証
明
は
難
し
い
が
、
少
な
く
と
も
芋
兵
衛
ほ
ど
実
技
に
明
る
い
評
者
が
、
「
双
調
の
音
取
」
「
ノ
ッ
ト
」

「
高
刻
み
」
「
片
援
」
等
の
専
門
用
語
を
用
い
な
が
ら
「
大
和
舞
」
の
「
小
書
」
演
出
に
つ
い
て
詳
述
す
る
中
で
、
た
だ
の
一
度
も
「
小

書
」
と
い
う
語
を
用
い
な
い
と
い
う
こ
と
に
は
注
意
す
べ
き
だ
ろ
う
。
明
治
期
の
能
評
に
「
小
書
」
と
い
う
語
が
見
い
だ
せ
な
い
の
は
、

評
者
が
「
小
書
」
演
出
に
触
れ
な
い
（
触
れ
る
習
慣
が
な
い
）
か
ら
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

評
者
が
「
小
書
」
演
出
に

【
雑
誌
「
能
楽
」
の
用
例
】

と
い
ふ
に
付
き
て
は
巷
の
形
に
て
総
て
が
重
く
、
拍
子
所
も
三
つ
に
一
一
つ
は
踏
ま
ざ
り
し
な
り
」
と
い
う
口
ぶ
り
か
ら
は
、
当
日
の
番
組

に
は
「
大
和
舞
」
が
小
書
き
さ
れ
て
い
た
か
、
少
な
く
と
も
ど
こ
か
で
「
葛
城
は
大
和
舞
と
い
う
替
演
出
」
と
い
う
説
明
が
為
さ
れ
て
い

た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
具
体
的
な
演
出
に
つ
い
て
も
、
芋
兵
衛
は
左
記
の
ご
と
く
、
詳
し
く
記
録
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
中
で
、
突
然
爆
発
的
に
「
小
書
」
の
用
例
を
多
く
示
す
の
が
雑
誌
「
能
楽
』
で
あ
る
。
雑
誌
『
能
楽
』
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

（
早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
）
で
「
小
書
」
を
検
索
す
る
と
、
明
治
部
年
以
降
の
用
例
が
多
数
出
て

が
又
不
思
議
に
て
、
お
も
な
や
、
の
高
刻
み
が
上
っ
た
か
と
見
れ
ば
其
の
擢
い
つ
ま
で
も
下
り
ず
、
廷
ら
平
坦
に
進
む
さ
へ
奇
な
る

離
子
に
て
、
一
噌
氏
の
笛
は
何
だ
か
双
調
の
音
取
の
様
な
も
の
を
吹
い
て
居
る
。
石
井
、
大
倉
両
氏
の
鼓
は
何
だ
か
祝
詞
の
様
な
も

並
の
能
な
ら
ば
舞
は
序
の
舞
な
る
処
を
大
和
舞
と
な
る
か
ら
の
一
大
事
に
し
て
、
観
世
流
に
て
大
和
舞
の
時
は
雪
山
の
作
物
を
出
す

と
や
ら
聞
け
ど
予
曾
て
見
し
事
な
く
、
宝
生
の
は
別
に
作
物
な
し
。
…
扱
此
の
大
和
舞
に
就
き
艇
か
し
六
ケ
敷
く
困
難
な
る
べ
き
は

に
、
明
ぬ
先
に
、
の
処
か
ら
右
手
の
片
擬
を
遣
ひ
出
せ
る
は
這
は
汗
も
如
何
に
。
片
擬
は
観
世
左
吉
流
の
渡
法
な
れ
ば
…

の
を
打
て
居
て
、
我
々
に
は
其
の
乗
り
の
間
が
少
し
も
分
ら
ず
。
其
処
で
主
動
の
太
鼓
方
を
誰
か
と
見
れ
ば
、
…
此
の
太
鼓
の
乗
り

ｓ
明
治
の
能
楽
口
』
よ
り
）



そ
う
し
た
記
事
の
一
部
は
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
検
索
で
見
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
実
は
検
索
に
か
か
ら
な
い
記
事
の
中
に
も
「
小
書
」
の

記
用
例
は
多
く
あ
る
。
こ
こ
で
は
検
索
結
果
の
初
例
よ
り
一
年
早
い
明
治
弱
年
の
用
例
を
見
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。
一
つ
目
は
、
読
者
の

軸
質
問
コ
ー
ナ
ー
で
あ
る
・
第
１
巻
３
号
に
は
「
清
経
に
恋
音
取
と
云
ふ
習
事
あ
り
如
何
な
る
事
に
候
や
」
と
い
う
質
問
が
載
り
、
翌
４
号

小肋
に
は
そ
れ
へ
の
回
答
と
し
て
、
他
の
読
者
か
ら
の

鮒
清
経
恋
の
音
取
は
シ
テ
と
笛
と
の
関
係
に
て
観
世
に
て
は
恋
の
音
取
金
春
宝
生
は
単
に
音
取
金
剛
に
て
は
披
講
音
取
と
小
書
を
な
し

化
枕
や
恋
を
さ
ま
す
ら
ん
の
跡
に
此
習
あ
り
…

事習
と
い
う
説
明
が
掲
載
さ
れ
る
。
こ
の
例
は
江
戸
時
代
以
来
の
伝
統
的
な
用
法
に
通
ず
る
も
の
で
、
小
書
の
実
体
に
つ
い
て
は
質
問
者
も
回

ｒ肋
答
者
も
「
習
事
」
「
習
」
と
呼
ん
で
お
り
、
一
方
「
小
書
を
な
す
」
は
、
番
組
に
書
く
書
き
方
に
つ
い
て
の
一
一
一
口
及
で
あ
る
。
一
般
の
愛
好

向５
者
は
き
わ
め
て
普
通
の
使
い
方
を
し
て
い
た
の
だ
。

５１

同
じ
く
明
治
弱
年
ｎ
月
の
５
号
に
は
「
羽
衣
叢
談
」
と
い
う
記
事
が
あ
り
、
各
流
の
家
元
や
重
鎮
が
、
こ
れ
ま
た
姿
の
見
え
な
い
尋
ね

は
そ
の
後
、
他
流
の
一

し
て
い
く
の
で
あ
る
。

小
書
で
す
か
、
小
書
は
随
分
数
々
あ
り
ま
す
よ
、
書
と
め
た
も
の
も
あ
り
ま
す
が
、
数
々
に
分
れ
て
居
ま
す
か
ら
、
今
と
申
す
こ
と

に
参
り
ま
せ
ん
、
お
急
ぎ
で
す
か
、
困
り
ま
し
た
な
…

と
い
う
調
子
で
始
ま
る
清
廉
の
談
話
と
い
う
形
で
、
順
に
小
書
の
簡
単
な
解
説
が
さ
れ
て
い
く
。
「
小
書
の
話
」
は
四
回
続
く
が
、
同
誌

は
そ
の
後
、
他
流
の
家
元
に
も
同
様
の
話
を
聞
く
ほ
か
、
能
評
・
曲
目
解
説
・
論
説
等
さ
ま
ざ
ま
な
記
事
の
中
で
「
小
書
」
の
語
を
多
用

と
い
う
編
集
者
の
前
書
き
の
後
、

小
書
で
す
か
、
小
書
は
随
〈

に
参
り
ま
せ
ん
、
お
急
ぎ
三

く
る
。
実
際
、
同
誌
で
は
明
治
師
年
の
第
２
巻
６
号
に
観
世
清
廉
の
「
小
書
の
話
」
を
開
始
、

能
に
小
書
の
多
き
は
観
世
流
に
如
く
は
な
し
、
小
書
と
い
ふ
こ
と
は
、
各
流
共
に
習
物
と
し
て
重
ぜ
ら
る
れ
共
…
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手
に
向
か
っ
て
答
え
る
よ
う
な
ス
タ
イ
ル
で
、
〈
羽
衣
〉
に
つ
い
て
語
っ
て
い
る
。
少
し
長
く
な
る
が
、
各
流
の
家
元
た
ち
の
談
話
の
う
ち
、

演
出
に
関
す
る
部
分
を
左
に
抄
出
す
る
。

○
寺
田
左
門
治
金
剛
流
に
て
は
羽
衣
に
盤
渉
と
云
ふ
が
あ
り
ま
す
、
斯
く
な
り
ま
す
と
舞
の
笛
が
盤
渉
調
と
な
っ
て
三
段
に
な

り
、
舞
の
あ
と
が
直
に
東
遊
び
の
数
々
に
と
な
り
ま
す
、
又
作
物
を
出
さ
ず
に
長
絹
を
橋
掛
の
一
の
松
へ
掛
け
ま
す
…

○
紀
喜
真
家
元
が
居
ら
る
れ
ば
何
か
お
話
も
あ
り
ま
せ
う
が
、
目
下
旅
行
中
で
す
か
ら
私
が
知
っ
て
居
る
こ
と
の
大
略
を
お
話

○
桜
間
伴
馬
今
春
流
は
余
り
小
書
の
無
い
流
儀
で
す
が
、
羽
衣
に
は
替
の
形
と
云
ふ
が
あ
り
ま
す
、
確
か
二
年
程
前
で
あ
っ
た

と
思
ひ
ま
す
、
私
が
能
楽
堂
で
勤
め
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
、
序
の
舞
が
代
り
て
其
跡
が
直
に
東
遊
の
数
々
に
と
な
る
の
で
す
、
切

り
は
脇
止
め
と
な
っ
て
仕
手
は
幕
の
内
で
止
め
ま
す
、
装
束
に
別
に
変
り
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
天
冠
へ
牡
丹
の
造
花
を
附
け
る
こ

○
観
世
清
廉
和
合
の
舞
と
申
す
は
御
承
知
の
通
り
序
の
舞
と
破
の
舞
を
合
せ
折
衷
し
た
も
の
で
、
二
つ
の
舞
の
和
合
と
云
ふ
所

○
宝
生
九
郎
流
儀
で
は
盤
渉
と
云
ふ
小
書
の
あ
る
替
の
形
が
あ
り
ま
す
、
舞
が
盤
渉
に
な
る
の
は
無
論
で
あ
り
、
抜
差
も
あ
り
、

と
が
あ
り
ま
す

よ
り
名
け
た
二
二
も
の
で
、
是
れ
は
度
々
出
て
能
く
人
も
知
っ
て
居
ま
す
が
、
ま
だ
外
に
彩
色
と
申
て
替
の
形
が
あ
り
ま
す
、

是
れ
は
第
一
ク
リ
よ
り
曲
が
抜
て
し
ま
い
、
東
遊
の
駿
河
舞
と
云
ふ
此
次
第
の
所
に
て
一
種
の
働
が
あ
り
、
南
無
帰
命
月
天
子
と

な
り
、
切
り
は
同
じ
く
脇
止
め
と
な
り
ま
す
、
此
彩
色
を
弟
子
家
で
勤
め
る
時
に
は
、
働
で
な
く
て
舞
が
入
る
の
で
す
、
装
束
は

何
れ
の
形
で
も
変
り
は
あ
り
ま
せ
ん
…

し
ま
せ
う
、
…
替
之
形
と
申
て
別
に
習
ひ
と
云
ふ
程
で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
通
常
人
は
や
ら
ぬ
こ
と
に
な
っ
て
居
る
形
に
舞
込
み

緩
急
も
あ
り
、
形
に
も
変
化
あ
り
、
切
は
脇
止
め
に
な
り
ま
す
、
…
…
脇
の
方
と
も
申
合
せ
が
出
来
て
居
り
、
脇
方
で
は
何
に
と

か
申
し
て
可
な
り
重
き
習
ひ
と
な
っ
て
居
ま
す
。
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こ
れ
ら
は
み
な
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
事
と
い
う
体
裁
で
、
特
に
そ
の
枠
組
み
の
部
分
に
は
編
者
の
手
が
多
く
入
っ
て
い
る
こ
と
は
想
像
に
難

く
な
い
。
「
羽
衣
叢
談
」
と
題
さ
れ
て
は
い
る
が
、
右
の
役
者
た
ち
は
〈
羽
衣
〉
に
つ
い
て
自
由
に
話
し
て
い
る
の
で
は
な
い
し
、
一
曲
の

冒
頭
か
ら
順
を
追
っ
て
い
る
わ
け
で
も
な
い
。
だ
が
、
そ
う
し
た
状
況
で
彼
ら
が
み
な
く
羽
衣
〉
の
替
演
出
に
つ
い
て
話
し
て
い
る
の
は
注

目
に
値
す
る
。
そ
れ
は
、
聞
き
手
が
そ
う
い
う
形
で
尋
ね
た
か
ら
だ
ろ
う
し
、
そ
の
姿
の
見
え
な
い
聞
き
手
は
、
も
ち
ろ
ん
池
内
信
嘉
だ

ろ
う
（
さ
ら
に
言
え
ば
、
こ
の
設
定
自
体
が
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
で
、
各
人
に
流
儀
の
替
演
出
を
書
き
出
し
て
も
ら
っ
た
可
能
性
も
あ
る
）
。
宝

生
九
郎
と
桜
間
伴
馬
は
「
小
書
」
の
語
を
用
い
て
い
る
が
、
む
し
ろ
、
こ
の
よ
う
な
枠
組
み
で
尋
ね
て
こ
の
二
人
だ
け
し
か
「
小
書
」
と

い
う
一
一
一
一
口
葉
を
口
に
せ
ず
、
ほ
ぼ
全
員
が
「
替
の
形
」
と
言
っ
て
い
る
こ
と
の
方
に
留
意
し
た
い
。
宝
生
九
郎
の
「
盤
渉
と
云
ふ
小
書
の
あ

る
替
の
形
」
と
い
う
言
い
方
や
そ
の
後
に
続
く
説
明
も
、
先
に
見
た
江
戸
時
代
の
例
の
ご
と
く
、
番
組
に
小
書
き
さ
れ
る
名
称
と
実
際
に

演
じ
ら
れ
る
替
演
出
の
習
い
と
が
微
妙
に
異
な
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
こ
に
挙
げ
た
役
者
た
ち
（
観
世
清
廉
自
身

も
含
め
て
）
の
談
話
は
、
２
年
後
の
清
廉
の
「
小
書
で
す
か
、
小
書
は
随
分
数
々
あ
り
ま
す
よ
…
」
と
は
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。
そ
し

て
こ
れ
は
、
清
廉
が
変
わ
っ
た
の
で
は
な
く
て
、
質
問
し
書
き
留
め
る
池
内
信
嘉
が
変
わ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
明
治
弱
年
の
段

と
云
ふ
が
あ
り
ま
す
、
此
舞
ひ
込
み
と
云
ふ
の
は
、
他
の
流
儀
に
は
霞
が
く
れ
と
か
称
し
て
居
る
か
と
も
思
ひ
ま
す
が
、
切
の
国

士
に
是
を
施
し
給
ふ
と
云
ふ
所
か
ら
小
廻
り
し
て
橋
掛
に
行
き
、
愛
鷹
山
や
富
士
の
高
根
と
云
ふ
所
に
て
橋
掛
よ
り
見
る
様
に
な

り
、
霞
に
ま
ぎ
れ
て
失
に
け
り
と
袖
を
か
づ
き
た
る
ま
函
小
廻
り
し
て
幕
に
入
り
幕
内
で
止
め
ま
す
が
、
・
・
・

○
宝
生
金
五
郎
仕
手
の
方
で
替
の
形
に
な
り
ま
す
と
た
い
て
い
は
舞
ひ
込
み
と
か
何
と
か
申
て
早
く
幕
の
内
へ
入
り
ま
す
か

ら
、
其
時
は
脇
止
め
と
な
り
、
仕
手
柱
の
所
ま
で
進
み
て
見
送
る
形
が
あ
り
、
脇
止
め
と
成
と
小
習
と
申
て
元
は
弟
子
家
の
も
の

に
は
き
せ
な
ん
だ
も
の
で
す
が
、
今
は
そ
ふ
も
参
り
ま
せ
ん
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以
上
、
「
小
書
」
と
い
う
語
を
め
ぐ
っ
て
雑
多
な
考
察
を
連
ね
て
き
た
。
「
小
書
（
き
）
」
と
い
う
用
語
自
体
は
文
化
・
文
政
期
頃
か
ら
資

料
に
見
え
る
こ
と
、
だ
が
そ
れ
は
番
組
に
関
わ
る
文
脈
や
「
触
流
し
」
の
役
人
周
辺
で
用
い
ら
れ
る
も
の
で
、
小
さ
く
書
く
と
い
う
本
来

の
意
味
が
強
く
残
る
用
例
で
あ
る
こ
と
、
能
役
者
は
習
事
を
小
書
と
は
呼
ん
で
い
な
か
っ
た
こ
と
、
番
組
中
に
小
書
き
さ
れ
る
情
報
も
そ

の
書
式
も
現
在
の
「
小
書
」
と
は
必
ず
し
も
一
致
し
な
い
こ
と
、
習
事
の
目
録
は
出
揃
っ
て
い
て
も
そ
れ
ら
が
常
に
す
べ
て
番
組
に
小
書

き
さ
れ
る
わ
け
で
も
な
か
っ
た
こ
と
、
現
在
我
々
が
用
い
て
い
る
、
「
習
い
の
替
演
出
」
と
い
う
意
味
の
「
小
書
」
の
語
を
一
気
に
広
め

た
の
は
池
内
信
嘉
と
雑
誌
「
能
楽
』
で
あ
る
ら
し
い
こ
と
等
で
あ
る
。

階
で
は
、
池
内
も
「
羽
衣
の
小
書
に
つ
い
て
…
」
で
は
な
く
「
羽
衣
の
替
の
形
に
つ
い
て
…
」
と
質
問
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
あ
る
い

は
「
小
書
に
つ
い
て
…
」
と
質
問
し
て
も
「
流
儀
の
巷
の
形
は
…
」
と
い
う
答
え
が
返
っ
て
き
た
の
で
そ
の
ま
ま
使
っ
た
の
か
も
し
れ
な

い
。
だ
が
ど
ち
ら
の
場
合
で
あ
っ
て
も
、
茄
年
の
「
羽
衣
叢
談
」
と
師
年
の
「
小
書
の
話
」
で
は
明
ら
か
に
差
が
あ
り
、
師
年
の
場
合
、

「
小
書
の
話
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
に
も
前
書
き
に
も
、
「
小
書
で
す
か
…
」
と
い
う
わ
ざ
と
ら
し
い
清
廉
談
の
始
ま
り
方
に
も
、
「
小
書
」

と
い
う
語
を
広
め
よ
う
と
い
う
強
い
意
思
が
感
じ
ら
れ
る
。
事
実
、
こ
の
後
「
能
楽
』
誌
上
で
は
あ
ら
ゆ
る
記
事
の
中
で
「
小
書
」
が
多

用
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
関
し
前
稿
で
は
、
免
状
を
出
し
た
り
伝
授
を
受
け
た
り
す
る
役
者
の
立
場
で
の
「
習

事
」
と
い
う
言
い
方
で
は
な
く
、
観
客
と
し
て
能
の
演
出
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
受
け
止
め
理
解
す
る
際
に
ふ
さ
わ
し
い
言
い
方
と
し
て
、

池
内
は
「
小
書
」
と
い
う
呼
称
を
広
め
よ
う
と
し
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
し
た
が
、
雑
誌
の
記
事
を
書
く
際
に
「
替
の
形
」
よ
り
も

「
小
書
」
の
方
が
文
字
数
も
少
な
く
コ
ン
パ
ク
ト
で
便
利
だ
っ
た
と
い
う
よ
う
な
実
用
的
な
理
由
も
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
と
、
今
は
考

え
て
い
る
。
だ
が
い
ず
れ
に
せ
よ
、
番
組
を
離
れ
具
体
的
な
演
出
の
内
実
を
語
る
文
脈
で
の
「
小
書
（
Ⅱ
習
の
替
演
出
巨
と
い
う
現
代
的

な
用
法
を
急
速
か
つ
強
力
に
広
め
た
の
は
、
池
内
信
嘉
と
雑
誌
「
能
楽
』
に
ほ
ぼ
間
違
い
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。



｢習事」と番組上の小字注記１５９能の
本
稿
で
は
触
れ
る
余
裕
が
な
か
っ
た
が
、
番
組
上
の
注
記
と
い
う
点
に
関
し
て
は
「
触
流
し
御
能
組
』
の
後
半
に
見
え
る
演
出
注
記
や

役
者
の
情
報
を
無
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
。
特
に
幕
末
に
向
か
っ
て
詳
細
に
な
っ
て
い
く
こ
れ
ら
の
注
記
に
つ
い
て
は
表
章
氏

に
よ
る
調
査
・
翻
刻
を
表
き
よ
し
氏
が
引
き
継
ぎ
、
本
誌
珊
号
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
舞
事
や
登
場
・
退
場
の
嚇
子
事
の
段
を
省
略
し
た

り
、
謡
の
一
部
を
抜
い
た
り
し
て
時
間
短
縮
を
す
る
工
夫
な
ど
は
、
現
在
の
演
出
に
直
結
す
る
非
常
に
興
味
深
い
問
題
で
も
あ
り
、
稿
を

改
め
て
検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

注（
１
）
「
丹
後
細
川
能
番
組
」
に
は
天
正
一
三
年
の
〈
猩
々
乱
〉
の
例
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
「
猩
々
乱
」
と
い
う
一
つ
の
曲
名
と
し
て
挙
が
っ
て
い
る
。

（
２
）
「
草
稿
本
」
で
は
少
進
が
乱
を
舞
っ
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

（
３
）
中
司
由
起
子
「
「
秋
田
城
介
型
付
』
に
お
け
る
タ
イ
ハ
イ
」
ｓ
鏡
仙
」
６
２
０
）
は
、
現
在
の
左
右
の
よ
う
な
型
を
秋
田
城
介
や
そ
の
師
匠
で

あ
る
下
問
少
進
が
タ
イ
ハ
イ
と
呼
ん
で
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

（
４
）
文
禄
元
年
正
月
二
五
日
の
〈
卒
都
婆
小
町
〉
は
、
「
法
印
」
の
名
の
下
方
右
側
に
「
大
西
川
」
「
小
鼓
五
郎
次
郎
」
と
、
大
小
鼓
の
役
者
名
を

注
記
す
る
。
同
年
四
月
一
五
日
の
番
組
で
は
、
本
文
で
触
れ
た
く
井
筒
〉
の
ほ
か
〈
関
寺
小
町
・
道
成
寺
・
二
人
静
〉
の
一
一
一
曲
に
も
注
記
が
あ
り
、

〈
関
寺
小
町
〉
と
〈
道
成
寺
〉
で
は
そ
れ
ぞ
れ
、
シ
テ
の
「
法
印
」
の
下
に
二
行
書
き
で
大
小
鼓
の
役
者
名
を
、
〈
二
人
静
〉
で
は
同
じ
く
「
法
印
」

の
下
に
「
連
／
春
日
大
夫
」
と
書
き
加
え
て
い
る
。
「
留
帳
」
の
蝿
子
方
名
注
記
は
多
く
の
場
合
大
鼓
を
右
、
小
鼓
を
左
に
書
い
て
い
る
が
、

こ
の
〈
道
成
寺
〉
の
場
合
は
小
鼓
の
観
世
又
次
郎
が
右
で
あ
る
。
演
出
上
重
要
な
乱
拍
子
を
打
つ
小
鼓
方
の
名
を
先
に
（
右
に
）
書
い
た
と
い
う
こ

と
だ
ろ
う
。
書
式
が
ま
だ
確
定
し
て
い
な
く
て
も
、
書
き
留
め
る
べ
き
重
要
な
情
報
と
い
う
の
は
決
ま
っ
て
い
た
こ
と
が
見
て
取
れ
る
。
「
老

女
物
」
を
重
く
扱
う
意
識
は
他
所
で
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
重
い
習
い
の
能
は
嚇
子
方
の
役
割
も
重
要
な
の
だ
と

い
う
意
識
も
現
れ
て
い
る
。
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（
５
）
明
治
羽
年
「
東
京
日
々
新
聞
」
に
載
っ
た
「
能
界
独
語
」
（
如
月
か
ら
ｎ
月
の
全
Ⅳ
回
で
中
断
）
が
唯
一
の
例
外
で
、
梅
若
の
別
会
追
善
能
を

取
り
上
げ
た
記
事
の
中
で
二
度
、
「
小
書
」
の
語
を
用
い
て
い
る
こ
と
、
こ
の
評
者
が
池
内
信
嘉
自
身
と
思
わ
れ
る
こ
と
は
、
前
稿
（
「
鎮
仙
』

６
４
９
号
）
で
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。

（
６
）
当
日
の
記
事
は
「
謡
ふ
物
」
。
「
継
承
者
」
の
誤
植
で
あ
る
旨
の
、
翌
日
の
訂
正
記
事
に
よ
る
。


